
 

                                    

                                     

                                     

                                     

令
和
５
年
３
月
12
日

（
日
）
水
都
大
阪
の
象
徴

で
も
あ
る
国
指
定
重
要
文

化
財
「
大
阪
市
中
央
公
会

堂
」
に
お
い
て
、
第
68
回

そ
ろ
ば
ん
優
秀
生
徒
表
彰

式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
表
彰
生

お
よ
び
保
護
者
に
マ
ス
ク

着
用
・
検
温
・
手
指
の
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
・
健
康
観

察
表
の
提
出
な
ど
、
昨
年

と
同
様
に
徹
底
し
た
対
策

の
も
と
開
催
と
な
っ
た
。 

表
彰
に
先
立
ち
、
櫻
井

行
雄
支
部
長
か
ら
表
彰
生

に
「
珠
算
技
能
が
優
秀
だ

け
で
な
く
、
他
の
生
徒
の

模
範
と
な
る
学
習
態
度
が

評
価
さ
れ
、
こ
の
歴
史
あ

る
表
彰
式
典
に
て
優
秀
生

徒
と
し
て
、
表
彰
さ
れ
る

こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
日
本
の
文

化
・
教
育
・
伝
統
で
あ
る

『
そ
ろ
ば
ん
』
を
、
次
の

世
代
に
引
き
継
ぎ
が
で
き

る
に
は
、
本
日
表
彰
さ
れ

た
君
た
ち
の
力
が
必
要
で

あ
り
、
本
日
、
表
彰
さ
れ

る
優
秀
生
徒
の
保
護
者
様

へ
、
今
後
も
珠
算
教
育
を

通
じ
て
、
こ
ど
も
た
ち
の

育
成
に
お
し
み
な
い
協
力

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
挨
拶
を
さ
れ
た
。 

澤
田
悦
子
本
部
理
事
よ

り
、「
素
晴
ら
し
い
中
央
公

会
堂
に
お
い
て
表
彰
さ
れ

る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。」と
本
年

度
の
表
彰
生
の
栄
光
を
称

え
ら
れ
た
。 

本
年
度
の
そ
ろ
ば
ん
優

秀
生
徒
表
彰
生
は
、
本
部

表
彰
生
201
名
、
支
部
表
彰

生
78
名
、
特
別
表
彰
生
５

名
が
選
ば
れ
た
。
各
表
彰

生
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と

マ
ス
ク
越
し
で
は
あ
っ
た

が
、
大
き
な
声
で
返
事
を

し
、
櫻
井
行
雄
支
部
長
よ

り
一
人
ひ
と
り
に
「
お
め

で
と
う
」
の
言
葉
と
と
も

に
壇
上
で
表
彰
状
・
表
彰

メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 

会
場
内
で
の
、
一
人
ひ

と
り
の
写
真
撮
影
を
見
て

い
る
と
、
表
彰
生
の
満
面

の
笑
顔
と
、
誇
ら
し
げ
な

姿
勢
が
と
て
も
印
象
的
で

あ
り
、
こ
の
優
秀
生
徒
表

彰
式
典
が
、
こ
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
ま
た
大
阪
府

支
部
に
と
っ
て
も
大
切
な

事
業
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
。 

表
彰
終
了
後
、
表
彰
生

全
員
が
保
護
者
席
に
向
か

い
姿
勢
を
正
す
と
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら

れ
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
お

い
て
、
そ
ろ
ば
ん
の
歴
史

や
、
全
国
珠
算
教
育
連
盟

の
活
動
内
容
な
ど
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
上
映
さ
れ
る
と
、

館
内
は
静
寂
を
取
り
戻
し

た
が
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算

抽
選
会
が
行
わ
れ
る
と
、

会
場
の
空
気
は
一
転
し
て

こ
ど
も
た
ち
の
歓
声
に
包

ま
れ
た
。 

 

第
68
回
そ
ろ
ば
ん
優

秀
生
徒
表
彰
式
典
は
、
感

動
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
無

事
に
終
了
と
な
っ
た
。 

（
広
報
部
）  

          

Ｎｏ．３５４ 
発 行 所 

公  益 全国珠算教育連盟 

社団法人 大 阪 府 支 部 

http://www.web-g.jp/osaka88/ 

E-mail  osaka88@web-g.jp 

〒552-0001 

大阪市港区波除２－８－１４ 

ＴＥＬ０６－６５８３－６２２２ 

発 行 者 櫻 井 行 雄 

編 集 者 久 手 堅 大 成 

印 刷 広 報 部 

 

 

（１）           全 珠 連 お お さ か   令和 5 年 5 月 28 日（日） 

第６８回 

そろばん優秀生徒表彰式典 
令和５年３月１２日（日）大阪市中央公会堂 

 

mailto:osaka88@web-g.jp


                                  

                           

         

           

     

                 

姿
勢

は
、
そ

ろ
ば

ん
の

指
導

を
す

る
立

場
に

お
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち

の
習
い
事
が
多
種
多
様
化

し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、

何
か
大
き
な
ヒ
ン
ト
が
隠

さ
れ
て
い
る
気
が
し

た
。・
西
岡
佳
一
氏 

藤
井

美
保
子
氏
、
書
記
・
芝
野

加
代
子
氏
、
議
事
録
署
名

人
・
大
参
常
美
氏 

福
島

温
男
氏
）、議
事
進
行
に
入

っ
た
。 

議
題
イ
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
と
収
支
差
額
金
処
分
案

の
件
で
は
櫻
井
支
部
長
が

事
業
報
告
、
大
島
総
務
部

長
が
決
算
報
告
、
花
谷
監

査
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。 

議
題
ロ
、
支
部
会
則
・

支
部
施
行
細
則
改
正
の
件

も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。 

執
行
部
報
告
で
は
、
研
修

部
か
ら
生
徒
作
品
の
締
切

り
が
10
月
31
日
（
火
）
と
、

昨
年
よ
り
１
ケ
月
早
ま
っ

た
事
。
検
定
部
よ
り
４
級

以
下
の
受
験
者
が
減
っ
て 

の
お
願
い
。
競
技
部
か
ら

は
全
日
本
大
会
￥
の
報
告
。

厚
生
部
か
ら
生
徒
表
彰
式 

 

       
 

    

令
和
５
年
４
月
２
日

(

日)

午
前
10
時
よ
り
、
大

阪
府
支
部
２
階
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
全
日
本
珠
算

選
手
権
大
会
の
代
表
選
考

会
が
実
施
さ
れ
た
。 

９
名
（
小
学
生
の
部
３

名
・
中
学
生
の
部
２
名
・

高
校
一
般
の
部
４
名
）
の

選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
互

い
に
競
い
合
っ
た
。 

 【
各
部
門
代
表
選
手
】 

小
学
生
の
部 

 

 

上
船
皓
太
１
２
２
５
点 

中
学
生
の
部 

 

 

田
中
良
茉
０
８
８
５
点 

高
校
・
一
般
の
部 

 

植
西
亮
太
１
４
２
０
点 

  

         

                            

     

が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か

期
待
が
高
ま
り
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
、
出
場
選
手
を

激
励
し
た
。
今
年
も
韓
国

 

令和 5 年 5 月 28 日（日）    全 珠 連 お お さ か          （２） 
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表彰生の皆さま、おめでとうございます！ 

 

 

 

 

    

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会 

代
表
選
考
会 

 

 
 

 

令和５年度 

全日本通信珠算競技大会 大阪府大会 

日時  令和５年１０月１５日（日） 

会場  「エル大阪」 

（詳細は競技部より、連絡があります。） 

令和５年度全日本珠算選手権大会 
 

日時  令和５年８月８日（火） 

    午前１２時開会 午後５時閉会 

会場  「国立京都国際会館」 



か
ら
の
招

待
選
手
５

名
が
参
加

し
紹
介
さ

れ
た
後
、
連

盟
よ
り
昨

年
の
「
そ
ろ

ん
日
本
一
」

の
竹
澤
祥

加
選
手(

千

葉
県)

に
読

上
暗
算
日

本
一
１０
回

達
成
の
偉

業
を
称
進

ん
だ
。
決
勝

で
は
土
屋

宏
明
選
手

(

宮
城
県)

が
接
戦
を

制
し
１０
度

目
の
「
そ
ろ

ば
ん
日
本

一
」
の
栄
冠

を
手
に
し

た
。
土
屋
選

手
は
壇
上

で
何
と
も

言
え
な
い

達
成
感
に

包
ま
れ
て

い
る
と
笑

顔
で
感
想

を
述
べ 

                                  

                                  

令
和
５
年
４
月
16
日

（
日
）
午
前
10
時
か
ら
、

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ

タ
ワ
ー
３
Ｆ
コ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
ル
ー
ム
に
お
い
て
、

令
和
４
年
度
臨
時
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
開
会
の
前

に
、
本
年
度
に
、
ご
逝
去

さ
れ
た
会
員
の
御
親
族
に

哀
悼
の
意
を
表
し
、
黙
祷

を
捧
げ
た
。 

櫻
井
行
雄
支
部
長
の
時

節
の
挨
拶
の
後
、
顧
問
代

表
挨
拶
と
し
て
、
油
井
弘

参
与
が
４
月
13
日
付
の
、

新
聞
記
事
に
触
れ
ら
れ
、

「
総
務
省
が
発
表
し
た
現

在
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、

人
口
減
少
が
止
ま
ら
ず
、

14
歳
以
下
が
総
人
口
に

占
め
る
比
率
が
16
・
７
％

か
ら
11
・
６
％
に
下
が
っ

た
。
少
子
化
を
背
景
に
、

珠
算
界
に
と
っ
て
は
厳
し

い
現
状
で
は
あ
る
が
、
会

員
の
先
生
方
の
力
を
合
わ

せ
、
こ
の
危
機
に
立
ち
向

か
お
う
」と
挨
拶
さ
れ
た
。 

本
部
・
支
部
・
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
・
大
阪
連
合
・
近

畿
連
合
の
状
況
報
告
に
お

い
て
、
櫻
井
行
雄
支
部
長

が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。 

◎
令
和
５
年
３
月
25
日

26
日
に
岡
山
県
に
て

第

69
回
全
国
珠
算
研

究
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

◎
令
和
５
年
２
月
５
日
に

大
阪
商
業
大
学
に
お
い

て
第

66
回
全
大
阪
学

年
別
珠
算
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。 

◎
令
和
５
年
３
月
12
日

に
大
阪
市
中
央
公
会
堂

に
お
い
て
第
68
回
そ

ろ
ば
ん
優
秀
生
徒
表
彰

式
典
が
開
催
さ
れ
た
。 

◎
令
和
５
年
４
月
２
日
に

大
阪
府
支
部
２
階
に
お

い
て
、
８
月
８
日
に
開

催
さ
れ
る
全
日
本
珠
算

選
手
権
大
会
の
代
表
選

考
会
が
行
わ
れ
た
。 

◎
令
和
５
年
１
月
３
日
に 

 

大
阪
天
満
宮
に
お
い
て
、

新
春
は
じ
き
初
め
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。 

◎
近
畿
連
合
は
、
そ
ろ
ば

ん
の
Ｐ
Ｒ
（
Ⅽ
Ⅿ
・
Ｈ

Ｐ
等
）
を
主
体
と
し
て

活
動
。
新
入
生
増
加
対

策
の
一
環
と
し
て
、
Ｔ

Ⅴ
Ⅽ
Ⅿ
だ
け
で
な
く
、

YouTube

広
告
・
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
広
告
等
、
多
方
面

か
ら
珠
算
の
Ｐ
Ｒ
を
行

っ
て
い
る
。 

◎
令
和
５
年
５
月
21
日

近
畿
連
合
総
会
を
ア
ー

ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ

ワ
ー
に
お
い
て
開
催
。 

 

総
会
成
立
宣
言
は
現
在 

会
員
数
90
名
、
出
席
者
数 

36
名
・
委
任
状
数
38
名 

で
成
立
宣
言
が
行
わ
れ
、 

斉
藤
京
子
副
支
部
長
を
議 

長
と
し
て
、
議
長
団
（
副 

議
長
・
森
川
智
笑
子
氏
・ 

澤
西
信
晴
氏
、
書
記
・
辻 

上
知
子
氏
、
議
事
録
署
名 

人
・
前
島
笑
子
氏
・
浦
美 

知
代
氏
）
が
選
出
さ
れ
、 

議
題
審
議
に
入
っ
た
。 

 

令
和
５
年
事
業
計
画
案 

に
つ
い
て
は
、
櫻
井
行
雄 

支
部
長
か
ら
、
収
支
予
算 

案
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、 

上
村
亘
総
務
部
長
よ
り
報 

告
さ
れ
、
拍
手
を
も
っ
て 

承
認
さ
れ
た
。 

 

執
行
部
報
告
で
は
、
検 

定
部
か
ら
、
受
験
者
数
が 

減
少
傾
向
に
あ
り
、
受
験 

者
数
の
増
加
に
協
力
を
求 

め
ら
れ
た
。競
技
部
か
ら
、 

４
月
２
日
に
大
阪
府
支
部 

２
階
に
て
９
名
の
参
加
の 

も
と
、
令
和
５
年
度
全
日 

本
珠
算
選
手
権
大
会
の
代 

表
選
考
会
が
実
施
さ
れ
た
。 

厚
生
部
か
ら
３
月
12
日 

に
開
催
さ
れ
た
、
そ
ろ
ば 

ん
優
秀
生
徒
表
彰
式
典
が 

会
員
の
協
力
の
も
と
無
事 

に
成
功
に
終
わ
っ
た
と
話 

さ
れ
た
。 

新
役
員
承
認
の
件
に
つ 

は
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。 

最
後
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

委
員
長
の
大
島
な
を
子
氏

よ
り
、
支
部
Ｈ
Ｐ
の
会
員

専
用
ペ
ー
ジ
に
て
、
そ
ろ

ば
ん
優
秀
生
徒
表
彰
式
典

の
写
真
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
に
更
新
さ
れ

た
と
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。 

（
広
報
部
） 

                   

 

（３）           全 珠 連 お お さ か   令和 5 年 5 月 28 日（日） 

 

令
和
４
年
度 

臨
時
総
会 

令
和
５
年
４
月

16

日 
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ
ー 

令
和
５
年
・
６
年
度 

大
阪
府
支
部
役
員
・
執
行
部
長 

支

部

長 
 

山
口 

大
仁 

副
支
部
長 

 

湊 

隆
之 

 
 
 
 
 
 

柿
田 

美
恵 

 
 
 
 
 
 

久
手
堅
大
成 

総
務
部
長 

 

湊 

隆
之 

 

研
修
部
長 

 

大
島
な
を
子 

検
定
部
長 

 

梶
田
喜
久
子 

競
技
部
長 

 

久
手
堅
大
成 

広
報
部
長 

 

大
垣
真
一
朗 

厚
生
部
長 

 

辻
上 

知
子 

組
織
部
長 

 

柿
田 

美
恵 

Ｈ
Ｐ
委
員 

 

大
垣
真
一
朗 

は
じ
き
初
め
委
員 

 

久
手
堅
大
成 

支
部
顧
問 

 

山
口 

勝
義 

支
部
参
与 

 

油
井 

弘 

 
 
 
 
 
 

上
村 

亘 

 
 
 
 
 
 

斉
藤 

京
子 

支
部
監
査 

 

谷
元 

明
光 

 
 
 
 
 
 

西
岡 

佳
一 



                                   

                                  

                                  

                                  

令

和

５

年

３

月

25

日
・
26
日
の
２
日
間
、
岡

山
県
の
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

第
69
回
全
国
珠
算
研
究

集
会
が
開
催
さ
れ
た
。
昨

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
、
連
盟
初
の
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
で
あ
っ
た
が
、

今
年
度
は
４
年
ぶ
り
と
な

る
会
場
開
催
で
、
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、

333
名
の
先
生
方
が
集
い

（
大
阪
府
支
部
か
ら
は

18
名
の
参
加
）
自
己
研
鑽

に
努
め
ら
れ
た
。 

３
月
25
日
（
土
）
13
時

30
分
か
ら
の
開
会
式
で

は
、
壇
上
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
、
歴
史
あ
る
珠
算
研
究

集
会
の
数
々
の
記
録
と
映

像
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、

会
場
は
厳
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。
岡
久
泰
大
副

理
事
長
の
開
会
の
こ
と
ば

に
始
ま
り
、
工
藤
壽
和
理

事
長
が
「
こ
の
研
究
集
会

は
連
盟
に
と
っ
て
最
も
大

切
な
公
益
事
業
の
１
つ
で

あ
り
、
２
日
間
に
わ
た
る

４
つ
の
講
座
は
、
本
日
参

加
さ
れ
た
先
生
方
の
研

修
・
研
鑚
の
気
持
ち
を
い

っ
そ
う
高
め
て
く
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。」と
挨
拶
を
述
べ
ら
れ

た
。 

 

14
時
10
分
か
ら
第
１

講
座
「
学
力
テ
ス
ト
で
測

れ
な
い
非
認
知
能
力
っ
て

大
事
！
」‐

そ
ろ
ば
ん
教

室
で
子
ど
も
た
ち
に
育
む

た
め
に‐

が
岡
山
大
学
教

育
推
進
機
構 

准
教
授 

中
山
芳
一
氏
よ
り
講
義
が

行
わ
れ
た
。 

             

こ
ど
も
た
ち
の
成
長
に

と
っ
て
大
切
な
「
非
認
知

能
力
」
と
は
何
か
？
ま
た

そ
れ
を
育
ん
で
い
く
た
め

に
、
大
人
・
指
導
者
が
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ご

自
身
の
経
験
や
、
ス
ラ
イ

ド
を
使
用
し
な
が
ら
、
講

演
が
な
さ
れ
た
。
学
力
テ

ス
ト
や
検
定
試
験
な
ど
数

値
化
で
き
、
目
に
見
え
る

力
（
認
知
能
力
）
で
は
な

く
、
物
事
に
対
す
る
意

欲
・
忍
耐
力
・
自
制
心
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

の
よ
う
な
、
客
観
的
に
は

数
値
化
で
き
な
い
能
力

（
非
認
知
能
力
）
を
伸
ば

し
な
が
ら
使
い
こ
な
せ
る

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教

育
に
お
い
て
最
も
必
要
な

一
つ
で
あ
る
。
ま
た
学
習

指
導
要
領
が
新
し
く
変
わ

り
、
そ
れ
に
伴
い
、
大
学

入
試
や
私
立
高
校
の
入
試

問
題
に
も
、
非
認
知
能
力

の
重
要
性
が
感
じ
ら
れ
る

と
話
さ
れ
た
。
と
て
も
素

晴
ら
し
い
講
演
で
、
珠
算

指
導
者
・
そ
ろ
ば
ん
教
室

だ
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
こ

と
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

 
 

          

 

令和 5 年 5 月 28 日（日）    全 珠 連 お お さ か        （４） 

 

第６９回 全国珠算研究集会開催 （岡山県） 

 

 



                                  

15
時
50
分
か
ら
第
２

講
座
「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ⅿ
」‐

各

委
員
の
活
動
紹
介‐

が
検

定
競
技
委
員
会
・
広
報
委

員
会
・
珠
算
教
育
研
究

所
・
研
修
学
教
委
員
会
の

順
で
紹
介
さ
れ
た
。 

 

各
委
員
会
の
活
動
内
容

が
、
個
性
豊
か
な
ユ
ー
モ

ア
溢
れ
る
映
像
に
収
め
ら

れ
、
会
場
内
は
時
折
、
笑

顔
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

た
。
各
委
員
の
方
々
の
、

珠
算
・
全
珠
連
会
員
へ
の

熱
い
思
い
が
伝
わ
る
講
座

で
し
た
。 

            

26
日
（
日
）
９
時
35
分

か
ら
第
３
講
座
「
珠
算
と

出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ

た
」‐

60
余
年
の
人
生
を

振
り
返
っ
て
珠
算
の
お
か

げ
と
思
え
る
こ
と‐

が
元

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

珠
算
部 

加
藤
修
氏
よ
り

講
演
が
行
わ
れ
た
。
ご
自

身
の
珠
算
を
始
め
ら
れ
て

か
ら
競
技
生
活
を
終
え
る

ま
で
の
経
歴
や
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
で
は
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
、
移
動
体
無
線
通

信
技
術
の
第
一
人
者
で
も

あ
ら
れ
、
生
み
出
さ
れ
た

技
術
に
よ
り
現
在
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
世
界
の
礎
を

築
か
れ
た
業
務
経
歴
な
ど

を
踏
ま
え
、
人
生
を
振
り

返
ら
れ
て
「
珠
算
の
お
か

げ
と
思
え
る
こ
と
」
を
10

項
目
で
話
さ
れ
た
。 

最
後
に
、「
何
か
一
つ
の

こ
と
に
無
我
夢
中
に
な
っ

た
と
い
う
体
験
は
、
そ
の

分
野
で
の
能
力
が
付
く
と

い
う
効
果
を
超
え
て
、『
○

○
の
お
か
げ
と
思
え
る
こ

と
』
を
た
く
さ
ん
保
有
し

た
そ
の
後
の
人
生
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
だ
と
思

う
。
」
と
、
こ
ど
も
た
ち
へ

エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
た
。 

続
い
て
10
時
45
分
か

ら
第
４
講
座
「
自
由
で
、

楽
し
く
、
子
ど
も
が
自
ら

取
り
組
む
教
室
を
目
指
し

て
」‐

そ
ろ
ば
ん
教
室
で

「
自
分
か
ら
や
る
子
」
を

増
や
す
実
践
報
告‐

が
福

岡
県
支
部 

石
川
太
郎
氏

よ
り
実
践
報
告
さ
れ
た
。

日
々
の
授
業
で
感
じ
た
違

和
感
か
ら
、
指
導
に
問
題

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
悩
み
、向
き
合
っ
た
中
、

「
ま
ず
、
自
分
が
変
わ

る
・
自
分
が
変
わ
れ
ば
生

徒
が
変
わ
る
・
生
徒
が
変

わ
れ
ば
教
室
が
変
わ
る
」

と
話
さ
れ
た
。
そ
ろ
ば
ん

学
習
に
こ
ど
も
た
ち
が
自

主
的
に
取
り
組
む
た
め
の

指
導
を
心
が
け
、
こ
ど
も

た
ち
が
夢
中
に
な
る
よ
う

な
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案

し
、
そ
の
成
果
を
可
視
化

で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

こ
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を

重
ん
じ
る
内
容
に
は
、
第

１
講
座
の
非
認
知
能
力
に

通
じ
る
も
の
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。 
（
広
報
部
） 

          

   
 

平
成

25
年
に
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
第
59
回
全

国
珠
算
研
究
集
会
の
際
、

弁
天
町
駅
で
会
場
案
内
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
記

憶
か
ら
始
ま
っ
た
研
究
集

会
。
当
時
は
、
支
部
会
員

と
し
て
迷
惑
の
か
か
ら
な

い
よ
う
に
動
く
こ
と
で
精

一
杯
で
、
自
身
の
勉
強
と

ま
で
は
頭
が
回
ら
な
か
っ

た
の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
連
盟
初
の
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
。
広
報
部
の
取

材
で
、
大
阪
府
支
部
２
階

に
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
研
究
集
会
の
意
義
を

自
分
の
中
で
初
め
て
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
迎
え
た
第
69

回
全
国
珠
算
研
究
集
会

「
も
っ
と
早
く
に
参
加
す

れ
ば
良
か
っ
た
ぁ
！
」が
、

閉
会
式
後
に
感
じ
た
率
直

な
思
い
で
し
た
。
他
府
県

で
開
催
さ
れ
る
為
、
移
動

に
時
間
が
か
か
る
。
土
曜

日
・
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
為
、
自
塾
の
授
業
と
の

問
題
等
。
参
加
で
き
な
い

理
由
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
吹
き
飛
ば
す
く

ら
い
素
晴
ら
し
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
自
己
研
鑽
を
目
的
に

全
国
か
ら
全
珠
連
の
会
員

先
生
方
が
一
堂
に
会
し
た

会
場
の
熱
気
。
そ
れ
に
答

え
る
か
の
よ
う
な
本
部
の

委
員
の
方
々
の
熱
い
思
い
。

高
い
意
識
を
持
っ
た
先
生

方
と
の
交
流
は
、
全
珠
連

に
入
会
し
て
い
る
私
た
ち

の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と

思
い
ま
し
た
。 

こ
の
研
究
集
会
で
、
久

し
ぶ
り
に
再
会
し
た
沖
縄

県
の
先
生
。
第
７
回
人
材

育
成
講
習
会
で
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
北
海

道
・
神
奈
川
・
広
島
の
先

生
方
と
の
再
会
。
大
阪
府

支
部
の
先
生
に
紹
介
し
て

い
た
だ
い
た
福
岡
県
の
先

生
な
ど
、
書
き
き
れ
な
い

ほ
ど
の
先
生
方
と
面
識
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
僕
の
中
で
最
高
の
経

験
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ
と

の
な
い
大
阪
府
支
部
の
先

生
方
も
、
珠
算
指
導
の
中

で
、
自
分
自
身
が
何
か
を

学
ぼ
う
と
思
え
ば
、
最
高

の
環
境
・
機
会
を
与
え
て

く
れ
る
全
国
珠
算
研
究
集

会
に
足
を
運
ん
で
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。 

来
年
、
京
都
で
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に

し
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
研
究
集
会
を

準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
研
修
学
教
委
員
の
先
生

方
、
素
晴
ら
し
い
講
演
を

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
３

名
の
講
師
の
先
生
方
、
主

催
さ
れ
た
本
部
関
係
各
位

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
久
手
堅
） 

 

                 

 

 

（５）           全 珠 連 お お さ か   令和 5 年 5 月 28 日（日） 

令和５年度通常総会 

日時 令和５年８月２０日（日）午前１０時 

会場 アートホテル大阪ベイタワー 

本部指導者講習会 

日時 令和５年８月２０日（日）午後１時 

★詳細は、後日支部より連絡があります。 

 

 

研
究
集
会
に
参
加
し
て 



   

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
  

   

令
和
５
年
４
月
23
日 

大
阪
府
支
部
２
階
に
お
い 

て
、
パ
ッ
チ
ー
ク
ラ
ブ
に 

よ
る
勉
強
会
が
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。
講
師
に
、
㈱
ツ 

ー
ネ
ッ
ト
の
竹
内
慎
氏
を 

迎
え
て
、
大
阪
府
支
部
の 

女
性
会
員
17
名
と
男
性 

会
員
３
名
を
交
え
て
、
最 

近
の
自
塾
の
現
況
や
、
こ 

ど
も
た
ち
へ
の
対
応
の
悩 

み
相
談
。
最
近
の
習
い
事 

の
多
様
化
な
ど
、
各
先
生 

方
が
疑
問
に
思
っ
て
い
る 

こ
と
を
、
一
人
ひ
と
り
自 

己
紹
介
を
交
え
て
、
話
さ 

れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
う
ま
く 

活
用
し
、
自
塾
の
Ｐ
Ｒ
を 

さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
ア 

ド
バ
イ
ス
の
も
と
、
参
加 

者
がI

n
s
ta
g
r
a
m

を
ダ
ウ 

ン
ロ
ー
ド
し
、
試
し
に
活 

用
し
て
み
よ
う
と
い
う
動 

き
も
あ
り
、
有
意
義
な
時 

間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で 

き
ま
し
た
。 

 

少
子
化
・
習
い
事
の
多 

様
化
で
、
従
来
の
そ
ろ
ば 

ん
教
室
の
在
り
方
（
週
何 

回
の
授
業
）（
月
謝
）
な
ど 

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
良
い
機
会
と
な
り 

ま
し
た
。 

（
広
報
部
） 

 
 

            

〈
厚
生
部
〉 

日
程 

 

令
和
５
年
２
月
25
日 

 
 
 
 
 

３
月
１
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

４
名 

１
． 

第

68

回
そ
ろ
ば
ん

優
秀
生
徒
表
彰
式

典
の
最
終
確
認
及

び
準
備 

〈
現
常
任
委
員
会
〉 

日
程 

 

令
和
５
年
４
月
２
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

19
名 

１
．
令
和
５
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
審
議

に
つ
い
て 

２
．
そ
の
他 

〈
新
常
任
委
員
会
〉 

日
程 

 

令
和
５
年
４
月
２
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

16
名 

１
．
令
和
５
年
度
・
６
年 

 

度 

常
任
委
員
・
副

支
部
長
・
執
行
部
長

承
認
に
つ
い
て 

２
．
支
部
顧
問
・
支
部
参

与
承
認
に
つ
い
て 

３
．
そ
の
他 

〈
パ
ッ
チ
ー
ク
ラ
ブ
〉 

日
程 

 

令
和
５
年
４
月
23
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

21
名 

１
．
㈱
ツ
ー
ネ
ッ
ト
の
竹

内
慎
氏
と
の
勉
強
会 

   

６
月11
日 

 
 

検
定
班
長
会
議 

 
 

検
定
委
嘱
講
習
会 

６
月
18
日 

 
 

偶
数
月
検
定
試
験
・ 

理
事
会 

７
月
17
日 

 
 

監
査
会 

７
月
23
日 

 
 

第
416
回
検
定
試
験 

７
月
30
日 

 
 

常
任
委
員
会 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会
練
習
会 

８
月
８
日 

 
 

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会 

８
月
９
日 

 
 

第
44
回
理
事
会 

８
月
20
日 

 
 

通
常
総
会
・
本
部
講

習
会
・
会
員
親
睦
会 

８
月
27
日 

 
 

偶
数
月
検
定
試
験 

 
 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
（
奈
良
県
） 

９
月
２
日 

 
 

本
支
部
連
絡
協
議
会

分
科
部
会 

９
月
３
日 

分
科
部
会
・
顧
問
連

絡
会
・
定
時
社
員
総

会
・
理
事
選
挙 

９
月
４
日 

（
新
任
）
理
事
会 

９
月
24
日 

 
 

『
全
珠
連
創
立
記
念
日
』 

 
 

第
417
回
検
定
試
験 

           

                                  

                                  

諸
会
議
行
事
報
告 

 

編
集
後
記 

 

「
お
お
さ
か
」
３
５
４

号
の
発
行
に
あ
た
り
、
ご

協
力
・
ご
助
言
を
下
さ
っ

た
諸
先
輩
先
生
方
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
、
５
月
８
日
か

ら
「
５
類
」
に
移
行
し
、

感
染
対
策
が
個
人
の
判

断
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。 

自
塾
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍

に
入
塾
し
て
く
れ
た
生

徒
の
顔
を
、
今
に
な
っ
て

初
め
て
見
る
と
い
う
機

会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。 

や
は
り
、
マ
ス
ク
を
外
し

た
笑
顔
を
見
る
と
、
心
が

温
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
僕
自
身
の
顔
を
マ
ス

ク
越
し
に
し
か
見
て
い

な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
初

め
て
僕
の
顔
を
見
た
と

き
に
ど
の
よ
う
な
印
象

を
受
け
た
の
か
？
と
て

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
（
笑
）
少
し
ず
つ
、
支

部
会
員
の
皆
さ
ま
と
お

会
い
で
き
る
機
会
も
増

え
れ
ば
、
久
し
ぶ
り
の
お

顔
を
拝
見
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。 

 
 

（
広
報
部
） 

☆ ６月検定試験のお知らせ ☆ 
 

○ 珠算４級～15級      ○ 暗算１級～10級 

★申込期日締切日 ５月 31日(水) 午前 10時 ★検定結果報告締切日６月 19 日(月) 午前 10時 

★  上記申込期日・検定結果報告は支部への提出日です。期日は厳守して下さい。 

   なお、郵送の前に必ずＦＡＸをお願いいたします。 

★  受験者数増加をよろしくおねがいします。 

 

行
事
予
定 

大阪府支部 事務局 夏季休暇 

 

８月 12日（土）～15日（火） 

業務開始は、８月 16日（水） 

午前９時 30分から。 

 

令和 5 年 5 月 28 日（日）    全 珠 連 お お さ か        （６） 

パ
ッ
チ
ー
ク
ラ
ブ 

 


